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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を送信する無
線通信方法であって、
　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のＲＢを生成するステップであっ
て、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための少なくとも１つ
の共通基準信号（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも１つのＤＲＳ、および少
なくとも１つのデータシンボルを含み、前記ＲＢの各々は、該ＲＢに関連付けられた第１
のＤＲＳモードおよび第２のＤＲＳモードのいずれかを示す少なくとも１つのＤＲＳモー
ドインジケータビットを含む少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを含み、前記第
１のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの単一パイ
ロットを含むことを示し、前記第２のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれ
ぞれの少なくとも１つのコンポジットパイロットを含むことを示す、生成するステップと
、
　複数の送信アンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）アンテナを介して前記ＲＢを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、またはプレコーディングさ
れたパイロットであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプ
レコーディングされたパイロットであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＢのそれぞれは、単一のビームフォーミングされた、またはプレコーディングさ
れたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥを含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　複数の送信アンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）アンテナと、
　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のリソースブロック（ＲＢ）を生
成するプロセッサであって、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
のための少なくとも１つの共通基準信号（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも
１つの専用基準信号（ＤＲＳ）、および少なくとも１つのデータシンボルを含み、前記Ｒ
Ｂの各々は、第１のＤＲＳモードおよび第２のＤＲＳモードのいずれかを示す少なくとも
１つのＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの制御タイプデータシンボ
ルを含み、前記第１のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくと
も１つの単一パイロットを含むことを示し、前記第２のＤＲＳモードは前記少なくとも１
つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つのコンポジットパイロットを含むことを示す、プ
ロセッサと、
　前記ＭＩＭＯアンテナを経由して、前記生成されたＲＢを送信する送信機と
　を備えたことを特徴とする基地局。
【請求項６】
　前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、またはプレコーディングさ
れたパイロットであることを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項７】
　前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプ
レコーディングされたパイロットであることを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項８】
　リソースブロック（ＲＢ）内のデータを検出する無線通信方法であって、
　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のＲＢを受信するステップであっ
て、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための少なくとも１つ
の共通基準信号（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも１つの専用基準信号（Ｄ
ＲＳ）、および少なくとも１つのデータシンボルを含む、受信するステップと、
　前記ＲＥのどのＲＥが、前記少なくとも１つのＣＲＳを含んでいるかを判定するステッ
プと、
　少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを経由してシグナリングされたＤＲＳモー
ドインジケータに基づいて、前記ＲＥのどのＲＥが前記少なくとも１つのＤＲＳを含んで
いるかを判定するステップであって、前記ＤＲＳモードインジケータは、第１のＤＲＳモ
ードおよび第２のＤＲＳモードのいずれかを示し、前記第１のＤＲＳモードは前記少なく
とも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの単一のビームフォーミングされた、また
はプレコーディングされたパイロットを含むことを示し、前記第２のＤＲＳモードは前記
少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つのコンポジットのビームフォーミン
グされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示す、判定するステッ
プと、
　有効チャネル応答を推定するステップと、
　有効チャネル推定応答に基づいて、前記少なくとも１つのデータシンボルの中のデータ
を検出するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
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　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のリソースブロック（ＲＢ）を受
信するように構成されたＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
ｏｕｔｐｕｔ）アンテナであって、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）のための少なくとも１つの共通基準信号（ＣＲＳ）、前記ＷＴＲＵに特有の少なく
とも１つの専用基準信号（ＤＲＳ）、および少なくとも１つのデータシンボルを含む、Ｍ
ＩＭＯアンテナと、
　前記ＲＢ内の前記受信したＤＲＳに基づいて、有効チャネル応答を推定するように構成
されたチャネル推定ユニットと、
　前記ＲＥのどのＲＥが前記少なくとも１つのＣＲＳを含んでいるかを判定し、
　少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを経由してシグナリングされたＤＲＳモー
ドインジケータに基づいて、前記ＲＥのどのＲＥが前記少なくとも１つのＤＲＳを含んで
いるかを判定し、前記ＤＲＳモードインジケータは、第１のＤＲＳモードおよび第２のＤ
ＲＳモードのいずれかを示し、前記第１のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳが
それぞれの少なくとも１つの単一のビームフォーミングされた、またはプレコーディング
されたパイロットを含むことを示し、前記第２のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤ
ＲＳがそれぞれの少なくとも１つのコンポジットのビームフォーミングされた、またはプ
レコーディングされたパイロットを含むことを示し、
　前記チャネル推定ユニットによって生成された有効チャネル推定応答に基づいて、前記
少なくとも１つのデータシンボルの中のデータを検出し、
　復号されたデータを出力する
ように構成されたデータ検出ユニットと
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１０】
　特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を復号する無
線通信方法であって、
　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のＲＢを受信するステップであっ
て、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための少なくとも１つ
の共通基準信号（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも１つのＤＲＳ、および少
なくとも１つのデータシンボルを含む、受信するステップと、
　ＲＢ内の前記ＲＥのうちの１つによって予約される制御タイプデータシンボルを復号す
るステップと、
　前記復号された制御タイプデータシンボルに基づいて、復号されたＤＲＳモードインジ
ケータを生成するステップであって、前記復号されたＤＲＳモードインジケータは、第１
のＤＲＳモードおよび第２のＤＲＳモードのいずれかを示し、前記第１のＤＲＳモードは
前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの単一のビームフォーミングさ
れた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示し、前記第２のＤＲＳモ
ードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つのコンポジットのビーム
フォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示す、生成
するステップと、
　前記復号されたＤＲＳモードインジケータに基づいて、前記ＲＢ内の前記ＲＥのうちの
いずれのＲＥが前記少なくとも１つのＤＲＳのために予約されるかどうかを判定するステ
ップと、
　前記ＤＲＳモードインジケータによって示される前記第１のおよび前記第２のＤＲＳモ
ードの前記いずれかに基づいて、共通チャネル応答推定を実行すべきかどうかを判定する
ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を復号する無
線通信方法であって、
　各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複数のＲＢを受信するステップであっ
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て、前記複数のＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための少なくとも１つ
の共通基準信号（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも１つのＤＲＳ、および少
なくとも１つのデータシンボルを含む、受信するステップと、
　ＲＢ内の前記ＲＥのうちの１つによって予約される制御タイプデータシンボルを復号す
るステップと、
　前記復号された制御タイプデータシンボルに基づいて、復号されたＤＲＳモードインジ
ケータ信号を生成するステップであって、前記復号されたＤＲＳモードインジケータ信号
は、第１のＤＲＳモードおよび第２のＤＲＳモードのいずれかを示し、前記第１のＤＲＳ
モードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの単一のビームフォー
ミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示し、前記第２の
ＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つのコンポジット
のビームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示
す、生成するステップと、
　前記復号されたＤＲＳモードインジケータ信号に基づいて、前記ＲＢ内の前記ＲＥのう
ちのいずれのＲＥが前記少なくとも１つのＤＲＳのために予約されるかどうかを判定する
ステップと、
　前記ＤＲＳモードインジケータによって示される前記第１のおよび前記第２のＤＲＳモ
ードの前記いずれかに基づいて、有効チャネル応答推定を実行すべきかどうかを判定する
ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）アンテ
ナと、
　前記ＭＩＭＯアンテナを経由して、各々が複数のリソース要素（ＲＥ）を含んでいる複
数のリソースブロック（ＲＢ）を送信するように構成された送信機であって、前記複数の
ＲＥは、複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための少なくとも１つの共通基準信号
（ＣＲＳ）、単一のＷＴＲＵに特有の少なくとも１つの専用基準信号（ＤＲＳ）、および
少なくとも１つのデータシンボルを含む、送信機と、
　前記ＲＢのための特定のＲＢ構造を決定するように構成されたプロセッサであって、各
ＲＢは、第１のＤＲＳモードおよび第２のＤＲＳモードのいずれか、および、前記特定の
ＲＢ構造を決定するのにどちらが使用されるかを示す少なくとも１つのＤＲＳモードイン
ジケータビットを有する少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを含んでおり、前記
第１のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの単一の
ビームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むことを示し
、前記第２のＤＲＳモードは前記少なくとも１つのＤＲＳがそれぞれの少なくとも１つの
コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを
含むことを示す、プロセッサと
　を備えたことを特徴とする基地局。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのＤＲＳは、単一のビームフォーミングされた、またはプレコーデ
ィングされたパイロットを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのＣＲＳは、ビームフォーミングされた、またはプレコーディング
されたパイロットを含まないことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のＲＢの少なくとも１つは、前記複数のＲＢの前記少なくとも１つに関連付け
られたＤＲＳモードを示す少なくとも１つのＤＲＳモードインジケータビットを含むこと
を特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＤＲＳモードは、前記少なくとも１つのＤＲＳの各々が単一のビームフォーミング
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された、またはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＲＢ構造に関連付けられ
ていることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＤＲＳモードは、前記少なくとも１つのＤＲＳの各々がコンポジットのビームフォ
ーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＲＢ構造に関連
付けられていることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、ま
たはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＤＲＳに対して予約された複数のＲ
Ｅを含み、少なくとも１つの他のＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＤＲＳに対して予約された複数のＲ
Ｅを含んでいるＲＢ構造に関連付けられていることを特徴とする請求項１５に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記ＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、ま
たはプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約された複数のＲＥの第
１のグループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディングさ
れたパイロットを含むＤＲＳに対して予約されたＲＥの第２のグループを含んでおり、少
なくとも１つの他のＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコー
ディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約された複数のＲＥを含み、単一のビ
ームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対し
て予約されたいかなるＲＥも含んでいない、ＲＢ構造に関連付けられていることを特徴と
する請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＤＲＳモードは、各々のＲＢが、単一のビームフォーミングされた、またはプレコ
ーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約された複数のＲＥの第１のグルー
プと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロ
ットを含むＤＲＳに対して予約されたＲＥの第２のグループを含んでいる、ＲＢ構造に関
連付けられていることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＤＲＳモードインジケータを受信するステップであって、前記ＤＲＳモードインジ
ケータは、高位レイヤシグナリングまたは低位レイヤシグナリングを経由してＤＲＳ動作
モードをシグナリングしており、前記ＤＲＳ動作モードは前記ＲＢの中のＤＲＳの構成を
示している、受信するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードの前記示されたいずれかは、前
記ＲＢに関連付けられていることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＤＲＳモードインジケータは、前記第１のＤＲＳモード、前記第２のＤＲＳモード
および第３のＤＲＳモードのいずれかをさらに示し、
　前記第３のＤＲＳモードは、（ｉ）複数のＤＲＳを含む前記少なくとも１つのＤＲＳ、
ならびに、少なくとも１つの単一のビームフォーミングされた、またはプレコーディング
されたパイロットおよび少なくとも１つのコンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはプレコーディングされたパイロットを含む複数のＤＲＳを示すこと
　を特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＤＲＳモードインジケータは、物理レイヤよりも上のレイヤに対するシグナリング
を経由して、シグナリングされることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２５】
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　前記複数のＲＢの少なくとも１つは、前記少なくとも１つのＲＢと関連付けられた前記
第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードのいずれかを示す少なくとも１つのＤ
ＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを含む
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのＤＲＳは、単一のビームフォーミングされた、またはプレコーデ
ィングされたパイロットを含むことを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのＣＲＳは、ビームフォーミングされた、またはプレコーディング
されたパイロットを含まないことを特徴とする請求項２６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２８】
　前記複数のＲＢの各々は、前記ＲＢに関連付けられた特定のＤＲＳモードを示す少なく
とも１つのＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの制御タイプデータシ
ンボルを含むことを特徴とする請求項２７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２９】
　前記特定のＤＲＳモードは、ＤＲＳの各々が単一のビームフォーミングされた、または
プレコーディングされたパイロットを含んでいるＲＢ構造に関連付けられていることを特
徴とする請求項２８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３０】
　前記特定のＤＲＳモードは、ＤＲＳの各々がコンポジットのビームフォーミングされた
、またはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＲＢ構造に関連付けられている
ことを特徴とする請求項２８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３１】
　前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされ
た、またはプレコーディングされたパイロットを含んでいるＤＲＳに対して予約された複
数のＲＥを含み、他のＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコ
ーディングされたパイロットを含んでいるＤＲＳに対して予約された複数のＲＥを含んで
いるＲＢ構造に関連付けられていることを特徴とする請求項２８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３２】
　前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされ
た、またはプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約された複数のＲ
Ｅの第１のグループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディ
ングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約されたＲＥの第２のグループを含んでお
り、他のＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディングさ
れたパイロットを含むＤＲＳに対して予約された複数のＲＥを含み、単一のビームフォー
ミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約され
たいかなるＲＥも含んでいない、ＲＢ構造に関連付けられていることを特徴とする請求項
２８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３３】
　前記ＤＲＳモードは、各々のＲＢが、単一のビームフォーミングされた、またはプレコ
ーディングされたパイロットを含むＤＲＳに対して予約されたＲＥの第１のグループと、
コンポジットのビームフォーミングされた、またはプレコーディングされたパイロットを
含むＤＲＳに対して予約されたＲＥの第２のグループを含んでいる、ＲＢ構造に関連付け
られていることを特徴とする請求項２８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３４】
　ＤＲＳ動作モードをシグナリングしているＤＲＳモードインジケータは、高位レイヤシ
グナリングまたは低位レイヤシグナリングを経由して受信され、前記ＤＲＳ動作モードは
前記ＲＢの中のＤＲＳの構成を示していることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３５】
　前記第１のＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードの前記示されたいずれかは、前
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記複数のＲＢの少なくとも１つに関連付けられていることを特徴とする請求項９に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項３６】
　前記ＤＲＳモードインジケータは、前記第１のＤＲＳモード、前記第２のＤＲＳモード
および第３のＤＲＳモードのいずれかをさらに示し、
　前記第３のＤＲＳモードは、（ｉ）複数のＤＲＳを含む前記少なくとも１つのＤＲＳ、
ならびに、少なくとも１つの単一のビームフォーミングされた、もしくはプレコーディン
グされたパイロットおよび少なくとも１つのコンポジットのビームフォーミングされた、
もしくはプレコーディングされたパイロットを含む複数のＤＲＳを示すこと
　を特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３７】
　前記ＤＲＳモードインジケータは、物理レイヤよりも上のレイヤに対してするシグナリ
ングを経由してシグナリングされることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３８】
　前記ＲＢの少なくとも１つは、前記少なくとも１つのＲＢと関連付けられた前記第１の
ＤＲＳモードおよび前記第２のＤＲＳモードのいずれかを示す少なくとも１つのＤＲＳモ
ードインジケータビットを含む少なくとも１つの制御タイプデータシンボルを含むことを
特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビームフォーミング情報またはプレコーディング情報は、送信信号と受信信号との間の
チャネル不一致を避けるために、送信機（たとえば、基地局）から受信機（たとえば、無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ））に通信される必要がある。これは、ビームフォーミング
およびプレコーディングが使用される時のＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）データ復調にとって特に重要である。受信機がデータ検
出に誤ったチャネル応答を使用するときには、著しい性能劣化が発生し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一般に、ビームフォーミング情報またはプレコーディング情報は、特に送信機および受
信機がビームフォーミングおよびプレコーディングに関するアンテナ重み係数の限定セッ
トの使用に限定される時に、系統だった制御シグナリングを使用して通信され得る。アン
テナ重み係数の限定セットを、時々、ビームフォーミングコードブックまたはプレコーデ
ィングコードブックと称する。ビームフォーミング情報またはプレコーディング情報を送
信機から受信機に通信するための明示的シグナリングは、特に大きいサイズのコードブッ
クに関して、大きいシグナリングオーバヘッドをこうむる場合がある。送信機および受信
機が、ビームフォーミングおよびプレコーディングに関してアンテナ重み係数の限定セッ
トに限定されないときには、制御チャネルを介するビームフォーミング情報またはプレコ
ーディング情報の系統だったシグナリングは、もはやできない。誤った有効チャネル応答
情報または誤ったプレコーディング情報は、重大なビット誤り率（ＢＥＲ）フロア（floo
r）および／またはブロック誤り率（ＢLＥＲ）フロアをもたらすので、正確な有効チャネ
ル応答情報を入手する効率的な方法が望ましい。さらに、および満足できる性能やオーバ
ーヘッドのトレードオフ（交換）を達成する効率的な方法（仕組み）が望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　複数の送信アンテナを有するＭＩＭＯアンテナを介して送信されるリソースブロック（
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ＲＢ）の送信および復号を開示する。各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含む。各
ＲＥは、送信アンテナのうちの１つに関連する共通基準信号（ｃｏｍｍｏｎ　ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＣＲＳ）、単一のビームフォーミングされたまたは単一のプレ
コーディングされたパイロットを含む専用基準信号（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、ＤＲＳ）、コンポジットのビームフォーミングされたまたはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのう
ちの１つのために予約される。各ＲＢは、そのＲＢに関連するＤＲＳモードを示す「制御
タイプ」データシンボルを含むことができる。あるＤＲＳモードでは、各ＤＲＳは、単一
のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含む。
別のＤＲＳモードでは、各ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされた、または
コンポジットのプレコーディングされたパイロットを含む。さらに別のＤＲＳモードでは
、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロット、
およびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディン
グされたパイロットが共存することができ、同一ＲＢ内でまたは異なるＲＢ内で同時に送
信され得る。
【０００５】
　本発明のより詳細な理解は、例示として与えられ、添付図面と共に理解されるべき、好
ましい実施形態の下記の説明から得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】基地局およびＷＴＲＵを含む無線通信システムを示す図である。
【図２】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図３】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図４】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図５】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図６】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図７】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図８】図１のシステム内の基地局によって送信されるＲＢ構造の一例を示す図である。
【図９】図１のシステム内の基地局によって送信されたＲＢ構造内のデータを検出／復調
するために図１のシステム内のＷＴＲＵによって使用される有効チャネル応答推定値を生
成する処理手順を示す流れ図である。
【図１０】図１のシステム内の基地局を示すブロック図である。
【図１１】図１のシステム内のＷＴＲＵを示すブロック図である。
【図１２】図１のシステム内のＷＴＲＵを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下で言及する時に、用語「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」は、ユーザ機器（ＵＥ
）、移動局、固定のまたはモバイル（移動電話）の加入者装置、ページャ（ポケットベル
）、セル電話機（携帯電話機）、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環
境で動作できる任意の他のタイプのユーザデバイスを含むが、これらに限定はされない。
以下で言及する時に、用語「基地局」は、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、アクセス
ポイント（ＡＰ）、または無線環境で動作できる任意の他のタイプのインターフェースデ
バイスを含むが、これらに限定はされない。
【０００８】
　図１に、基地局１０５およびＷＴＲＵ　１１０を含む無線通信システム１００を示す。
基地局１０５は、複数の送信アンテナ１１５Ａ、１１５Ｂ、１１５Ｃ、および１１１５Ｄ
を有するＭＩＭＯアンテナ１１５を備えることができる。ＷＴＲＵ　１１０も、複数の受
信アンテナ１２０Ａ、１２０Ｂ、１２０Ｃ、および１２０Ｄを有するＭＩＭＯアンテナ１
２０を備えることができる。基地局１０５は、ＲＢ　１２５をＷＴＲＵ　１１０に送信す
ることによって、ＷＴＲＵ　１１０と通信する。ＲＢ　１２５のそれぞれは、複数のＲＥ
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を含む特定のＲＢ構造を有する。特定のＲＢ構造に従って、各ＲＥを、次のうちの１つの
ために予約（reserve）することができる。
【０００９】
　１）基地局１０５の送信アンテナ１１５Ａ、１１５Ｂ、１１５Ｃ、および１１１５Ｄの
うちの１つに関連する共通基準信号（ＣＲＳ）、
　２）単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロッ
トを含むＤＲＳ、
　３）コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディン
グされたパイロットを含むＤＲＳ、および
　４）データシンボル。
【００１０】
ＲＢ　１２５のＲＥによって予約されるデータシンボルの少なくとも一部は、ＤＲＳモー
ドインジケータ（指標）を含む「制御タイプ」データシンボルである。復号された後に、
ＤＲＳモードインジケータは、基地局１０５によって送信されたＲＢ　１２５内のデータ
シンボルをＷＴＲＵ　１１０が正しく検出／復調することを可能にする。
【００１１】
　有効チャネル応答情報および／またはビームフォーミング情報もしくはプリコーディン
グ情報の入手に関する性能とオーバーヘッドとの間のバランスをとる、（ＰＭＩ妥当性確
認（バリテーション）によるなどの）、複数の方法を利用することができる。ＲＥが単一
のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットおよび／
またはコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディン
グされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるハイブリッドＤＲＳ方式が導入され
、ここで、ＲＢあたり複数（Ｎ個）のＤＲＳが使用される。
【００１２】
　図２に、基地局１０５によって送信されるＲＢ構造の一例を示す。複数のＲＢ　２０５
および２１０のそれぞれは、データシンボルのために予約された複数のＲＥ（Ｄ）、それ
ぞれの基地局送信アンテナに関連するＣＲＳのために予約された複数のＲＥ（Ｔ1～Ｔ4）
、および単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロ
ット、あるいはコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコ
ーディングされたパイロットのいずれかを含むＤＲＳのために予約された複数のＲＥ（Ｐ
）を含む。図２に示されているように、ＤＲＳは、ＲＥ　２１５、２２０、２２５、２３
０、２３５、２４０、２４５、２５０、２５５、２６０、２６５、および２７０によって
予約される。
【００１３】
　１つの構成またはモード（すなわち、ＤＲＳモード１）では、Ｎ個のＤＲＳが、Ｎ個の
単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含
む。図３に、ＤＲＳモード１に従って基地局１０５によって送信可能なＲＢ構造の一例を
示し、これによって、複数のＲＢ　３０５および３１０のそれぞれは、データシンボルの
ために予約された複数のＲＥ（Ｄ）、それぞれの基地局送信アンテナに関連するＣＲＳの
ために予約された複数のＲＥ（Ｔ1～Ｔ4）、および単一のビームフォーミングされた、ま
たは単一のプレコーディングされたパイロットＰ1あるいは単一のビームフォーミングさ
れた、または単一のプレコーディングされたパイロットＰ2のいずれかを含むＤＲＳのた
めに予約された複数のＲＥを含む。各単一のビームフォーミングされた、または単一のプ
レコーディングされたパイロットは、複数の要素を有し、この要素のそれぞれは、基地局
１０５のＭＩＭＯアンテナのそれぞれの送信アンテナによって送信される。図３に示され
ているように、ＤＲＳは、ＲＥ　３１５、３２０、３２５、３３０、３３５、３４０、３
４５、３５０、３５５、３６０、３６５、および３７０によって予約される。
【００１４】
　ＤＲＳモード１が使用される時に、有効チャネル応答を、ＤＲＳ（Ｐ1およびＰ2）を使
用してＷＴＲＵ　１１０によって直接に推定することができる。さらに、有効チャネル応
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答推定値を、共通チャネルとＤＲＳを介するプレコーディング行列検証によって入手され
るプレコーディング行列とを使用して計算することもできる。少数のアクティブＭＩＭＯ
レイヤ（すなわち、１つまたはおそらくは２つのデータストリーム送信など、少数のデー
タストリーム送信）がある場合には、ＤＲＳモード１を使用することができる。ＤＲＳモ
ード１は、低から中のデータ転送速度の送信にまたは信号受信地域を広げるのに適する。
【００１５】
　もう１つの構成またはモード（すなわち、ＤＲＳモード２）では、Ｎ個のＤＲＳが、Ｎ
個のコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディング
されたパイロットを含む。図４に、ＤＲＳモード２に従って基地局１０５によって送信可
能なＲＢ構造の一例を示し、これによって、複数のＲＢ　４０５および４１０のそれぞれ
は、データシンボルのために予約された複数のＲＥ（Ｄ）、それぞれの基地局送信アンテ
ナに関連するＣＲＳのために予約された複数のＲＥ（Ｔ1～Ｔ4）、およびコンポジットの
ビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを
含むＤＲＳのために予約された複数のＲＥ（Ｐ1＋Ｐ2）を含む。各コンポジットのビーム
フォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットは、複数
の要素を有し、この要素のそれぞれは、基地局１０５のＭＩＭＯアンテナのそれぞれの送
信アンテナによって送信される。図４に示されているように、ＤＲＳは、ＲＥ　４１５、
４２０、４２５、４３０、４３５、４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４６５、
および３７０によって予約される。この場合に、有効チャネル応答を、共通チャネルと、
ＤＲＳを介するプレコーディング行列検証によって入手されるプレコーディング行列とを
使用して計算することができる。
【００１６】
　図５に、やはりＤＲＳモード２に従って基地局１０５によって送信できるが、図４のＲ
Ｂ構造より実質的に低いＤＲＳ密度を有するＲＢ構造の一例を示し、これによって、ＲＢ
　５０５は、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコー
ディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約された２つのＲＥ　５１５および５
２０（Ｐ1＋Ｐ2）だけを有し、ＲＢ　５１０は、コンポジットのビームフォーミングされ
た、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約
された２つのＲＥ　５２５および５３０（Ｐ1＋Ｐ2）だけを有する。
【００１７】
　ＷＴＲＵ　１１０は、専用パイロットを使用して有効チャネル応答を直接に推定するこ
とができる。さらに、有効チャネル応答を、単一のビームフォーミングされた、または単
一のプレコーディングされたパイロットを介するプレコーディグ行列インデックス（ｐｒ
ｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ、ＰＭＩ）検証によって入手されたプレコー
ディング行列を使用して計算することもできる。２つまたは３つ以上のデータ送信ストリ
ームなど、多数のアクティブＭＩＭＯレイヤがある場合には、ＤＲＳモード２を使用する
ことができる。したがって、ＤＲＳモード２は、中から高のデータ転送速度の送信に適す
る。
【００１８】
　ＷＴＲＵ　１１０は、共通パイロットまたはＣＲＳから入手された共通チャネル応答推
定値に、ＤＲＳから入手されたプレコーディング行列を乗じることによって、有効チャネ
ル応答を計算することができる。ＰＭＩ検証は、ＤＲＳに対して実行される。ＲＢあたり
３つ以上のＤＲＳを使用して、性能を改善することもできる。しかし、高まったオーバー
ヘッドコストをこうむる場合がある。さらに、単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットおよび／あるいはコンポジットのビームフォー
ミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットのＲＢ内のＤＲ
Ｓへの割振りのさまざまな他の組合せも可能である。
【００１９】
　もう１つの構成またはモード（すなわち、ＤＲＳモード３）では、単一のビームフォー
ミングされたまたは単一のプレコーディングされたパイロットと、コンポジットのビーム
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フォーミングされたまたはコンポジットのプレコーディングされたパイロットとが、共存
でき、同一ＲＢ内で、または異なるＲＢ内で同時に送信され得る。したがって、ＤＲＳモ
ード３によれば、特定のＲＢ内のＤＲＳは、次のうちの１つを含むことができる。
【００２０】
　１）単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロッ
トのみ、
　２）コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディン
グされたパイロットのみ、および
　３）単一のビームフォーミングされたまたは単一のプレコーディングされたパイロット
と、コンポジットのビームフォーミングされたまたはコンポジットのプレコーディングさ
れたパイロットとの組合せ。
【００２１】
　図６に、ＤＲＳモード３に従って基地局１０５によって送信可能なＲＢ構造の一例を示
し、これによって、第１の特定のＲＢ　６０５は、単一のビームフォーミングされた、ま
たは単一のプレコーディングされたパイロットだけを含むＤＲＳのために予約された複数
のＲＥ　６１５、６２０、６２５、６３０、６３５、および６４０（Ｐ1およびＰ2）を含
み、第２の特定のＲＢ　６１０は、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコ
ンポジットのプレコーディングされたパイロットだけを含むＤＲＳのために予約された複
数のＲＥ　６４５、６５０、６５５、６６０、６６５、および６７０（Ｐ1＋Ｐ2）を含む
。
【００２２】
　単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットは
、第１の特定のＲＢ　６０５でのみＤＲＳに含まれ、これによって、各ＤＲＳシンボルは
、１つの単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロ
ットのベクトルを担持する。コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジ
ットのプレコーディングされたパイロットは、第２の特定のＲＢ　６１０でのみＤＲＳに
含まれる。コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーデ
ィングされたパイロット（Ｐ1＋Ｐ2）は、個々の単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロット（Ｐ1およびＰ2）を互いに加えることによっ
て生成することができる。単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディ
ングされたパイロットのベクトルは、互いに加算されるので、その結果として生じるコン
ポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパ
イロットが、１つまたは複数のＤＲＳシンボル内で送信される。したがって、上で説明し
たハイブリッドＤＲＳ構成では、ＤＲＳの一部が、異なるＲＢにまたがって単一のビーム
フォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含み、ＤＲＳの
一部が、異なるＲＢにまたがってコンポジットのビームフォーミングされた、またはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含む。
【００２３】
　図７に、ＤＲＳモード３に従って基地局１０５によって送信可能なＲＢ構造のもう１つ
の例を示す。図７のＲＢ構造内の第１の特定のＲＢ　７０５は、単一のビームフォーミン
グされた、または単一のプレコーディングされたパイロットだけを含むＤＲＳのために予
約されるＲＥ　７１５、７２５、７３０、および７４０（Ｐ1およびＰ2）の第１グループ
と、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディング
されたパイロットだけを含むＤＲＳのために予約されるＲＥ　７２０および７３５（Ｐ1

＋Ｐ2）の第２グループとを含む。図７のＲＢ構造内の第２の特定のＲＢ　７１０は、コ
ンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされた
パイロットだけを含むＤＲＳのために予約されるＲＥ　７４５、７５０、７５５、７６０
、７６５、および７７０（Ｐ1＋Ｐ2）だけを含む。
【００２４】
　図８に、ＤＲＳモード３に従って基地局１０５によって送信可能なＲＢ構造のもう１つ
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の例を示す。図８のＲＢ構造内の第１の特定のＲＢ　８０５は、単一のビームフォーミン
グされた、または単一のプレコーディングされたパイロットだけを含むＤＲＳのために予
約されるＲＥ　８１５、８２５、８３０、および８４０（Ｐ1およびＰ2）の第１グループ
と、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディング
されたパイロットだけを含むＤＲＳのために予約されるＲＥ　８２０および８３５（Ｐ1

＋Ｐ2）の第２グループとを含む。図８のＲＢ構造内の第２の特定のＲＢ　８１０は、単
一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットだけを
含むＤＲＳのために予約されるＲＥ　８４５、８５５、８６０、および８７０（Ｐ1およ
びＰ2）の第３グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジ
ットのプレコーディングされたパイロットだけを含むＤＲＳのために予約されるＲＥ　８
５０および８６５（Ｐ1＋Ｐ2）の第４グループとを含む。各ＤＲＳシンボルは、１つの単
一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットのベク
トルあるいは１つのコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプ
レコーディングされたパイロットのベクトルを担持する。
【００２５】
　したがって、図８は、これによって各ＲＢ　８０５および８１０内のＤＲＳ　ＲＥの２
／３が単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロッ
トであり、各ＲＢ　８０５および８１０内のＤＲＳ　ＲＥの１／３がコンポジットのビー
ムフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットである
、ハイブリッド構成を示す。同一ＲＢ内のコンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳ　ＲＥに対する単一
のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤ
ＲＳ　ＲＥの比率を変更することによって、他のＲＢ構造を構成することも可能である。
【００２６】
　図２～図８によって示されるＲＢ構造は、ＲＢのそれぞれが８４（１２×７）個のＲＥ
を有することを示すが、任意の次元のＲＢ構造を使用することができる。さらに、データ
シンボル（Ｄ）、ＣＲＳ（Ｔ1～Ｔ4）、およびＤＲＳ（Ｐ1、Ｐ2、およびＰ1＋Ｐ2）のＲ
Ｅ位置は、例示としてのみ提示されたもので、ＲＢ構造の任意の他の望ましい構成を使用
することもできる。さらに、図３～図８では単純にするために、例示として２つの単一の
ビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロット（Ｐ1およ
びＰ2）だけが示されているが、一般に、複数のデータ送信ストリームをサポートするた
めに、３つ以上の単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされ
たパイロットを設けることができる。
【００２７】
　単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットの
使用は、ビームフォーミング情報またはプレコーディング情報の誤った検出を避けること
ができるが、オーバーヘッドの増加という犠牲をともなう。コンポジットのビームフォー
ミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットの使用は、オー
バーヘッドを減らすことができるが、ビームフォーミング情報またはプレコーディング情
報の起こりうる誤った検出という犠牲をともなう。単一のビームフォーミングされた、ま
たは単一のプレコーディングされたパイロットとコンポジットのビームフォーミングされ
た、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットとを組み合わせるハイブリ
ッドＤＲＳ方式は、性能とオーバーヘッドとの間の効率的で有効なトレードオフを達成す
ることができる。
【００２８】
　一例では、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、およびＰ＿Ｍと表される、送信できるＭ個の単一のビー
ムフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットのベクトル（す
なわち、独立データストリーム）を示すＭ個のＭＩＭＯ送信レイヤ（transmission layer
s）と、１つのＲＢ内のＮ個のＤＲＳとがある場合に、Ｎ個のＤＲＳは、２つの異なるグ
ループすなわちグループ１およびグループ２にパーティショニング(セグメント化)される



(13) JP 5296774 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

。グループ１は、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされ
たパイロットのベクトルを送信するＮ１個のＤＲＳを有する。１つのＤＲＳは、Ｍ個の単
一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットのベク
トルのうちの１つを送信する。図２～図８は、ＤＲＳシンボルがそれに関する特定のビー
ムフォーミングされたまたはプレコーディングされたパイロットのベクトルを送信するＲ
Ｂブロック構造のさまざまな例を示す。グループ２は、Ｎ２（Ｎ２＝Ｎ－Ｎ１）個のＤＲ
Ｓを有し、これらのＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポ
ジットのプレコーディングされたパイロットを送信する。コンポジットパイロットは、複
数の単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロット
のベクトルの重ね合せまたは加算である。たとえば、コンポジットパイロットＰ＿ｃ１を
、Ｐ１とＰ２との重ね合せすなわち、Ｐ＿ｃ１＝Ｐ１＋Ｐ２とすることができる。あるい
は、コンポジットパイロットＰ＿ｃ２を、Ｐ＿ｃ２＝Ｐ１＋Ｐ２＋…＋Ｐ＿Ｍになるよう
に、すべてのパイロットのベクトルの重ね合せとすることができる。コンポジットパイロ
ットＰ＿ｃは、任意の正しい個数の単一のビームフォーミングされた、または単一のプレ
コーディングされたパイロットのベクトルおよびそれらの任意の組み合わせとすることが
できる。たとえば、重ね合わされる２つの単一のビームフォーミングされた、または単一
のプレコーディングされたパイロットのベクトルを有するコンポジットパイロット（Ｐ＿
ｃ１）について、コンポジットパイロットのベクトルを、Ｐ１＋Ｐ２、Ｐ１＋Ｐ３、Ｐ１
＋Ｐ＿Ｍ、Ｐ２＋Ｐ１、および類似物とすることができる。
【００２９】
　図１を振り返って参照すると、システム１００が、ＤＲＳモード１およびＤＲＳモード
２に従って動作することだけができる２モードシステムである場合に、基地局１０５によ
って送信されるＲＢの「制御タイプ」データシンボル内のＤＲＳモードインジケータは、
システム１００が現在この２つのモードのうちのどちらで動作しているのかをＷＴＲＵ　
１１０に示すことができる。ＤＲＳモード１について、基地局１０５によって送信される
ＲＢは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロ
ットを含むＤＲＳだけを含む。ＤＲＳモード２について、基地局１０５によって送信され
るＲＢは、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーデ
ィングされたパイロットを含むＲＤＳだけを含む。ＲＢの「制御タイプ」データシンボル
内の１ビットＤＲＳモードインジケータを使用して、ＤＲＳモード１とＤＲＳモード２と
の間で切り替えるようにＷＴＲＵ　１１０に指示することができる。
【００３０】
　ＤＲＳのために予約されたＲＥが存在しないＤＲＳモード０を有することも可能である
。て図１を振り返って参照すると、システム１００が、ＤＲＳモード０（ＲＥがＤＲＳの
ために予約されていない）およびＤＲＳモード１（ＲＥが単一のビームフォーミングされ
た、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約された）
に従って動作することだけができる２モードシステムである場合に、基地局１０５によっ
て送信されるＲＢの「制御タイプ」データシンボル内のＤＲＳモードインジケータは、シ
ステム１００が現在この２つのモードのうちのどちらで動作しているのかをＷＴＲＵ　１
１０に示すことができる。ＤＲＳモード１について、基地局１０５によって送信されるＲ
Ｂは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロッ
トを含むＤＲＳだけを含む。ＤＲＳモード０について、基地局１０５によって送信される
ＲＢは、ＤＲＳを含まず、したがって、単一のまたはコンポジットのビームフォーミング
された、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含まない。ＲＢの「
制御タイプ」データシンボル内の１ビットＤＲＳモードインジケータを使用して、ＤＲＳ
モード１とＤＲＳモード０との間で切り替えるようにＷＴＲＵ　１１０に指示することが
できる。「制御タイプ」データシンボルは、上位レイヤシグナリング（たとえば、レイヤ
２（Ｌ２）／レイヤ３（Ｌ３）シグナリング）または下位レイヤシグナリング（たとえば
、レイヤ１（Ｌ１）シグナリング）のいずれかを担持することができる。
【００３１】
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　さらに図１を参照すると、システム１００が、ＤＲＳモード１、ＤＲＳモード２、ＤＲ
Ｓモード３、およびＤＲＳモード０に従って動作することができる４モードシステムであ
る場合に、ＤＲＳモードインジケータ（複数のビットを有する）は、ＷＴＲＵ　１１０が
どのＤＲＳモードおよび／または構成で動作しなければならないのかを示すことができる
。
【００３２】
　ＤＲＳモードインジケータシグナリングを、ＲＢ内のデータのために予約されたＲＥに
よって担持される「複数のビット」を使用して、上位レイヤシグナリング（たとえば、Ｌ
２／Ｌ３シグナリング）を介して通信することができる。ＤＲＳモードインジケータシグ
ナリングを、下位レイヤシグナリング（たとえば、Ｌ１シグナリング）を介してユーザに
通信することも可能である。
【００３３】
　ＤＲＳモード１およびモード２を組み合わせて、追加のＤＲＳ動作モードを作成するこ
とができる。ＤＲＳモード３は、ＤＲＳの前半が単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロットの送信に使用され、ＤＲＳの後半がコンポジ
ットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロ
ットの送信に使用される形で定義することができる。さらに、パーティショニング（たと
えば、どのＤＲＳおよび何個のＤＲＳ）およびＤＲＳタイプ（すなわち、単一のビームフ
ォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳおよび
コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされ
たパイロットを含むＤＲＳ）のレイアウトに応じて、追加のＤＲＳモードを作成すること
ができる。３つまたは４つのモードを使用するシステムに関して、２ビットを、ＤＲＳイ
ンジケータで使用することができる。４つを超えるモードを使用するシステムに関して、
Ｙビットを使用することができ、ここで、Ｙ＞２である。
【００３４】
　単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイロットを
含むＤＲＳモード１は、非コードブックベースのビームフォーミングまたはプリコーディ
ングに適する。コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコ
ーディングされたパイロットを含むＤＲＳモード２は、コードブックベースのビームフォ
ーミングまたはプリコーディングに適する。単一およびコンポジットのハイブリッドのビ
ームフォーミングされたまたはプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳモード３
は、同一システムに共存する非コードブックベースとコードブックベースとの両方のビー
ムフォーミングまたはプリコーディングに適する。
【００３５】
　図９は、図１のシステム１００内で実施される、基地局１０５によって送信されたＲＢ
構造内のデータを検出／復調するためにＷＴＲＵ　１１０によって使用される有効チャネ
ル応答推定値を生成するプロシージャ９００の流れ図である。ステップ９０５では、基地
局１０５が、チャネル状態、ＷＴＲＵ速度、および／またはデータ転送速度（これらに限
定はされない）に従って確定するＤＲＳモードに基づいてＷＴＲＵ　１１０にＲＢを送信
する。ステップ９１０では、ＷＴＲＵ　１１０が、ＲＢを受信し、共通チャネル応答また
は有効チャネル応答のいずれかを推定し、ＲＢ内の「制御タイプ」データシンボル内にあ
るＤＲＳモードインジケータを復号する。「制御タイプ」データシンボルは、上位レイヤ
シグナリング（たとえば、レイヤ２／３シグナリング）または下位レイヤシグナリング（
たとえば、レイヤ１シグナリング）のいずれかを表す。ステップ９１５では、ＷＴＲＵ　
１１０が、ＤＲＳモードインジケータを使用して、ＲＢ　１２５内のどのＲＥをＤＲＳの
ために予約（リザーブ）するかどうかを判断し、特定のＤＲＳごとに、ＷＴＲＵ　１１０
は、その特定のＤＲＳが、単一のビームフォーミングされたパイロットまたは単一のプレ
コーディングされたパイロットあるいはコンポジットのビームフォーミいずれかであるの
かを判断する。ステップ９２０では、ＷＴＲＵ　１１０が、ステップ９１５の判断に基づ
いて有効チャネル応答を推定する。最後に、ステップ９２５で、ＷＴＲＵは、有効チャネ
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ル応答推定値を使用して、基地局１０５によって送信されたＲＢ　１２５内のデータの検
出／復調／復号を実行する。
【００３６】
　有効チャネル応答の推定は、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコー
ディングされたパイロットとコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジ
ットのプレコーディングされたパイロットとの両方を使用することによって改善すること
ができる。有効チャネル応答は、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットから（直接にまたは間接に、のいずれかで）入手することが
できる。有効チャネル応答の推定は、単一のビームフォーミングされた、または単一のプ
レコーディングされたパイロットからの直接と間接との両方の推定値が組み合わされる場
合に、改善され得る。有効チャネル応答が、コンポジットのビームフォーミングされた、
またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットからも入手され得る場合には、
有効チャネル応答の推定は、単一とコンポジットとの両方のビームフォーミングされたま
たはプレコーディングされたパイロットからの推定値が組み合わされる場合に、さらに改
善され得る。
【００３７】
　２ＭＩＭＯレイヤの例では、各ＭＩＭＯレイヤの有効チャネル応答は、ビームフォーミ
ングされたまたはプレコーディングされたパイロットを使用して推定される。Ｈ＿ｅｆｆ
＿ｄは、直接推定から入手された有効チャネル行列として示される。各レイヤのビームフ
ォーミングベクトルインデックスまたはプレコーディングベクトルインデックス（ＰＶＩ
）は、ＰＶＩ妥当性確認（validation）を介して入手される。各レイヤの有効チャネル応
答は、共通チャネル応答推定値に各ＰＶＩを乗じることによって計算される。Ｈ＿ｅｆｆ
＿ｃは、計算から入手された有効チャネル行列として示される。次に、Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄお
よびＨ＿ｅｆｆ＿ｃの平均をとるか組み合わせることができ、組み合わせる時に、Ｈ＿ｅ
ｆｆ＝ｗ１×Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄ＋ｗ２×Ｈ＿ｅｆｆ＿ｃ（ただし、ｗ１およびｗ２は組合せ
重みである）になるように、Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄおよびＨ＿ｅｆｆ＿ｃに重み係数を適用する
ことができる。
【００３８】
　図１０は、特定のＤＲＳモードに従ってＲＢを送信するように構成されている、基地局
１０００のブロック図である。基地局１０００は、ＭＩＭＯアンテナ１０１０、受信機１
０１５、プロセッサ１０２０、および送信機１０２５を含むことができる。ＭＩＭＯアン
テナ１０１０は、複数の送信アンテナを備える。プロセッサ１０２０は、送信機がＤＲＳ
モード０、ＤＲＳモード１、ＤＲＳモード２、またはＤＲＳモード３のいずれに従ってＲ
Ｂを送信すべきかを決定し、そのＤＲＳモードは、受信機１０１５によって決定されるチ
ャネル状態、ＷＴＲＵの速度、および／またはデータ転送速度に基づいて選択される。プ
ロセッサ１０２０は、選択されたＤＲＳモードに従ってＲＢを生成し、これによって、Ｒ
Ｂは、少なくとも１つのＤＲＳモードインジケータビットを含む「制御タイプ」データシ
ンボルを含む。ＲＢは、ＭＩＭＯアンテナ１０１０の送信アンテナを介して送信機１０２
５によって送信される。
【００３９】
　送信機１０２５を、ＭＩＭＯアンテナ１０１０を介して複数のＲＢを送信するように構
成することができる。各ＲＢは、複数のＲＥを含む。各ＲＥは、ＣＲＳ、単一パイロット
を含むＤＲＳ、コンポジットパイロットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１
つのために予約され得る。プロセッサ１０２０を、ＲＢの特定のＲＢ構造を決定するよう
に構成することができる。各ＲＢは、プロセッサ１０２０によって決定される特定のＲＢ
構造を示す少なくとも１つのＤＲＳモードインジケータビットを有する少なくとも１つの
「制御タイプ」データシンボルを含むことができる。
【００４０】
　プロセッサ１０２０を、チャネル状態、ＷＴＲＵの速度、およびデータ転送速度のうち
の少なくとも１つの変化の検出に応答して、ある特定のＲＢ構造から別のＲＢ構造に切り
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替えるように構成することができる。たとえば、プロセッサ１０２０を、各ＲＢ内の複数
のＲＥのサブセットが単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディング
されたパイロットを含むＤＲＳのために予約される第１構成（すなわち、ＤＲＳモード１
）からＲＥがＤＲＳのために予約されない第２構成（すなわち、ＤＲＳモード０）にＲＢ
の構造を切り替えるように構成することができる。代替案では、プロセッサ１０２０を、
ＲＥがＤＲＳのために予約されない第１構成（すなわち、ＤＲＳモード０）から各ＲＢ内
の複数のＲＥのサブセットが単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーデ
ィングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される第２構成（すなわち、ＤＲＳモ
ード１）にＲＢの構造を切り替えるように構成することができる。
【００４１】
　図１１は、図１０の基地局１０００によって送信されたＲＢを受信し、少なくとも１つ
のＤＲＳモードインジケータビットによって示される特定のＤＲＳモードに基づいてＲＢ
内のデータを検出／復調／復号するように構成されたＷＴＲＵ　１１００のブロック図で
ある。ＷＴＲＵ　１１００は、ＭＩＭＯアンテナ１１０５、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）
ユニット１１１５、信号解析ユニット１１２５、チャネル推定ユニット１１４０、および
データ検出／復調／復号ユニット１１５０を含むことができる。ＭＩＭＯアンテナ１１０
５は、複数の受信アンテナを含み、ＦＦＴユニット１１１５は、ＭＩＭＯアンテナ１１０
５の受信アンテナのそれぞれの１つに対応する複数のＦＦＴサブアセンブリを含む。ＭＩ
ＭＯアンテナ１１０５は、図１０の基地局１０００によって送信されたＲＢを受信し、対
応する時間領域信号１１１０をＦＦＴユニット１１１５に転送し、ＦＦＴユニット１１１
５は、この時間領域信号１１１０を周波数領域信号１１２０に変換する。信号解析ユニッ
ト１１２５は、周波数領域信号１１２０をＲＢのＤＲＳ／ＣＲＳ　１１３０およびＲＢの
データ（Ｄ）１１３５に解析する。信号解析ユニット１１２５は、ＤＲＳ／ＣＲＳ　１１
３０をチャネル推定ユニット１１４０に転送し、データ（Ｄ）１１４０をデータ検出／復
調／復号ユニット１１５０に転送し、データ検出／復調／復号ユニット１１５０は、少な
くとも１つのＤＲＳモードインジケータビットを含むデータ（Ｄ）内の「制御タイプ」デ
ータシンボルを復号する。
【００４２】
　信号解析ユニット１１２５は、データ検出／復調／復号ユニット１１５０によって生成
された、復号されたＤＲＳモードインジケータ信号１１６０に基づいて、周波数領域信号
１１２０を解析する。ＷＴＲＵ　１１００の受信機およびその信号解析ユニット１１２５
は、復号されたＤＲＳモードインジケータ信号１１６０によって示される特定のＤＲＳモ
ードに従って構成される。復号されたＤＲＳモードインジケータ信号１１６０は、復号さ
れたＤＲＳモードによって示されるＲＢ構造（すなわち、ＤＲＳ／ＣＲＳ／Ｄレイアウト
）に基づいて、ＷＴＲＵ　１１００の受信機および信号解析ユニット１１２５に、ＤＲＳ
／ＣＲＳ　１１３０をチャネル推定ユニット１１４０に転送し、データ（Ｄ）１１４０を
データ検出／復調／復号ユニット１１５０に転送するように指示する。
【００４３】
　「制御タイプ」データシンボルが、下位レイヤシグナリング（たとえば、Ｌ１シグナリ
ング）を介して送信される場合に、チャネル推定ユニット１１４０は、ＣＲＳに基づいて
共通チャネル応答を推定し、共通チャネル応答推定情報１１４５をデータ検出／復調／復
号ユニット１１５０に転送し、データ検出／復調／復号ユニット１１５０は、共通チャネ
ル応答推定情報１１４５に基づいて、ＤＲＳモードインジケータを含む「制御タイプ」デ
ータ（Ｄ）１１３５を復号する。復号されたＤＲＳモードインジケータに基づいて、信号
解析ユニット１１２５は、ＤＲＳ／ＣＲＳ　１１３０をチャネル推定ユニット１１４０に
転送し、データ（Ｄ）１１４０をデータ検出／復調／復号ユニット１１５０に転送する。
チャネル推定ユニット１１４０は、ＤＲＳに基づいて有効チャネル応答を推定し、共通チ
ャネル応答推定情報１１４５をデータ検出／復調／復号ユニット１１５０に転送し、デー
タ検出／復調／復号ユニット１１５０は、共通チャネル応答推定情報１１４５に基づいて
、「制御タイプ」データ（Ｄ）１１３５を復号する。
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【００４４】
　「制御タイプ」データシンボルが、上位レイヤシグナリング（たとえば、Ｌ２／３シグ
ナリング）を介して送信される場合に、チャネル推定ユニット１１４０は、ＣＲＳおよび
／またはＤＲＳに基づいて共通チャネル応答および／または有効チャネル応答（現在のＤ
ＲＳモードに依存する）を推定し、有効チャネル応答推定情報１１４５をデータ検出／復
調／復号ユニット１１５０に転送し、データ検出／復調／復号ユニット１１５０は、有効
チャネル応答推定情報１１４５に基づいて、ＤＲＳモードインジケータを含む「制御タイ
プ」データ（Ｄ）１１３５を復号する。復号されたＤＲＳインジケータは、ＷＴＲＵ　１
１００のＤＲＳモードを構成し、切り替えるのに使用され、このＤＲＳモードは、後続の
送信および受信に使用される。現在の送信について、ＷＴＲＵ　１１００は、前の送信お
よび受信で復号されたＤＲＳモードインジケータを使用する。
【００４５】
　図１２は、図１０の基地局１０００によって送信されるＲＢを受信し、少なくとも１つ
のＤＲＳモードインジケータビットによって示される特定のＤＲＳモードに基づいてＲＢ
内のデータを検出／復調／復号するように構成されたもう１つのＷＴＲＵ　１２００のブ
ロック図である。ＷＴＲＵ　１２００は、ＭＩＭＯアンテナ１２０５、高速フーリエ変換
（ＦＦＴ）ユニット１２１５、信号解析ユニット１２２５、ビームフォーミングまたはプ
リコーディング行列インデックス（PMI）妥当性確認ユニット１２４５、チャネル推定ユ
ニット１２５５、有効チャネル行列ユニット１２６５、およびデータ検出／復調／復号ユ
ニット１２７５を含むことができる。ＭＩＭＯアンテナ１２０５は、複数の受信アンテナ
を含み、ＦＦＴユニット１２１５は、ＭＩＭＯアンテナ１２０５の受信アンテナのそれぞ
れの１つに対応する複数のＦＦＴサブアセンブリを含む。ＭＩＭＯアンテナ１２０５は、
図１０の基地局１０００によって送信されたＲＢを受信し、対応する時間領域信号１２１
０をＦＦＴユニット１２１５に転送し、ＦＦＴユニット１２１５は、この時間領域信号１
２１０を周波数領域信号１２２０に変換する。ＤＲＳモードインジケータが、上位レイヤ
シグナリング（たとえば、Ｌ２／３シグナリング）を介して送信される場合に、ＷＴＲＵ
　１２００は、以前に受信され復号されたＤＲＳモードインジケータに基づいて、構成さ
れ、ＤＲＳモードに切り替えられる。信号解析ユニット１２２５は、周波数領域信号１２
２０をＲＢのＤＲＳ　１２３０、ＣＲＳ　１２３５、およびデータ（Ｄ）１２４０に解析
する。信号解析ユニット１２２５は、ＤＲＳ　１２３０をＰＭＩ妥当性確認ユニット１２
４５に転送し、ＣＲＳ　１２３５をチャネル推定ユニット１２５５に転送し、データ（Ｄ
）１２４０をデータ検出／復調／復号ユニット１２７５に転送し、データ検出／復調／復
号ユニット１２７５は、データ（Ｄ）内のデータシンボルを復号する。データ検出／復調
／復号ユニット１２７５は、ＤＲＳモードインジケータが下位レイヤシグナリング（たと
えば、Ｌ１シグナリング）を介して送信される場合に、少なくとも１つのＤＲＳモードイ
ンジケータビットを含むデータ（Ｄ）内の「制御タイプ」データシンボルを復号する。ビ
ームフォーミングまたはＰＭＩ妥当性確認ユニット１２４５は、ＰＭＩ妥当性確認信号１
２５０を有効チャネル行列ユニット１２６５に転送する。チャネル推定ユニット１２５５
は、ＣＲＳ　１２３５に基づいて共通チャネル応答を推定し、共通チャネル応答推定情報
１２６０を有効チャネル行列ユニット１２６５に転送し、有効チャネル行列ユニット１２
６５は、有効チャネル行列情報信号１２７０を生成する。有効チャネル行列ユニット１２
６５は、有効チャネル行列情報信号１２７０をデータ検出／復調／復号ユニット１２７５
に転送し、データ検出／復調／復号ユニット１２７５は、有効チャネル行列情報信号１２
７０に基づいてデータ（Ｄ）１２４０を復号して、復号されたデータ１２８０を生成する
。
【００４６】
　信号解析ユニット１２２５は、データ検出／復調／復号ユニット１２７５によって生成
される復号されたＤＲＳモードインジケータ信号１２８５に基づいて周波数領域信号１２
２０を解析する。ＷＴＲＵ　１２００の受信機およびその信号解析ユニット１２２５は、
復号されたＤＲＳモードインジケータ信号１２８５によって示される特定のＤＲＳモード
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１２００の受信機および信号解析ユニット１２２５に、復号されたＤＲＳモードインジケ
ータ信号１２８５によって示されるＲＢ構造（すなわち、ＤＲＳ／ＣＲＳ／Ｄレイアウト
）に基づいて、ＣＲＳ　１２３５をチャネル推定ユニット１２５５に転送し、ＤＲＳ　１
２３０をＰＭＩ妥当性確認ユニット１２４５に転送し、データ（Ｄ）１２４０をデータ検
出／復調／復号ユニット１２７５に転送するように指示する。
【００４７】
　ＰＭＩ妥当性確認ユニット（ＰＭＩvalidation unit; ＰＭＩ検証ユニットともいう）
１２４５は、基地局１０００で使用されるビームフォーミング情報またはプリコーディン
グ情報のブラインド検出を実行する。そのようなブラインド検出のアルゴリズムは、信号
の「最小距離」または検出の「最大尤度」などのある種の判断基準に基づいて、最良のビ
ームフォーミング情報またはプリコーディング情報をビームフォーミングコードブックま
たはプリコーディングコードブックから検索する（式（５）および（６）を参照されたい
）。
【００４８】
　ビームフォーミングされたまたはプリコーディングされたパイロット方法では、各専用
パイロット（Ｐ＿ｍ）が、すべてのアンテナを介して１つのビームフォーミングされたま
たはプリコーディングされたパイロットを送信する。たとえば、それぞれ２つのデータス
トリームを有する４つのアンテナがある場合に、専用パイロットｍ＝１，２は、次のプリ
コーディングされたパイロットを送信する。
【００４９】

【数１】

【００５０】
ここで、［ｖ＿ｍ１，…，ｖ＿ｍ４］＾Ｔは、第ｍストリームのプリコーディングベクト
ルであり、Ｃ＿ｍは、パイロットコードまたはパイロットシーケンスである。Ｍ個のデー
タストリームについて、Ｍ個の専用パイロットが必要であり、Ｍ個のプリコーディングさ
れたパイロットが、それぞれ異なる副搬送波内で、Ｍ個の専用パイロットによって送信さ
れる。
【００５１】
　チャネルは、すべてのアンテナにまたがって各専用パイロットを介して推定される。た
とえば、４つのアンテナおよび２つのストリームがある場合に、各専用パイロットｍ＝１
，２の受信信号モデルは、
【００５２】
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【数２】

【００５３】
である。有効チャネル行列は、
【００５４】
【数３】

【００５５】
である。
【００５６】
　有効チャネル応答を、例として次のように２つの専用パイロットを使用して推定するこ
とができる。
【００５７】

【数４】

【００５８】
有効チャネル応答を、共通パイロットと専用パイロットとの両方を使用して推定すること
ができる。チャネルＨを、共通パイロットＴ＿ｍから入手することができる。有効チャネ
ル応答を、ＨおよびＶの乗算すなわち、Ｈ＿ｅｆｆ＝ＨＶを使用して計算することができ
、ここで、Ｖは、ビームフォーミングベクトルまたは行列あるいはプリコーディングベク
トルまたは行列である。有効チャネル応答Ｈ＿ｅｆｆを、式（３）および（４）のチャネ
ル推定アルゴリズムを実行することによって、専用パイロットＰ＿ｍ（＝Ｖ＊Ｃ＿ｍ）か
ら入手することができる。
【００５９】
　ビームフォーミングまたはプリコーディング行列／ベクトルを復号する時に、ビームフ
ォーミングベクトルまたはプリコーディングベクトルを、Ｍ個のビームフォーミングされ
たまたはプリコーディングされたパイロットｍ＝１，２，…，Ｍのそれぞれについて次の
アルゴリズムを使用することによって検出することができる。
【００６０】
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【数５】

【００６１】
ビームフォーミングまたはプリコーディングの行列またはベクトルが入手された後に、有
効チャネル応答を、Ｈ＿ｅｆｆ＝Ｈ×Ｖ＿ｈａｔによって計算することができ、ここで、
Ｈは、共通チャネル応答であり、Ｖ＿ｈａｔは、検出されたビームフォーミングまたはプ
リコーディングの行列またはベクトルである。有効チャネル応答を、Ｍ個のビームフォー
ミングされたまたはプリコーディングされたパイロットｍ＝１，２，…，Ｍのそれぞれに
ついて上で推定することもできる。
【００６２】
　ビームフォーミングまたはプリコーディングの行列またはベクトルを、Ｍ個のビームフ
ォーミングされたまたはプリコーディングされたパイロットに関する次のアルゴリズムを
使用して検出することができる。
【００６３】

【数６】

【００６４】
ここで、Ｖ＿ｈａｔは、検出されたビームフォーミングまたはプリコーディングの行列ま
たはベクトルである。
【００６５】
　有効チャネル応答Ｈ＿ｅｆｆは、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコ
ンポジットのプレコーディングされたパイロットもしくはコンポジット専用パイロットか
ら入手することができる。ビームフォーミングまたはプリコーディングの行列またはベク
トルは、Ｍ個のコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコ
ーディングされたパイロットを使用して検出することができる。
【００６６】
【数７】

【００６７】
ここで、Ｄ、｛Ｖｉ｝は、Ｖの集合である。たとえば、｛Ｖｉ｝を、｛Ｖ１，Ｖ２｝また
は｛Ｖ１，Ｖ３｝または｛Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３｝、｛Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４｝、および類
似物とすることができる。
【００６８】
　共通パイロットと専用パイロットとの両方またはコンポジット専用パイロットからの有
効チャネル応答の推定を組み合わせることによって、チャネル応答推定およびデータ検出
の性能を改善することができる。代替案では、同一の性能について、展開される専用パイ
ロットまたはコンポジット専用パイロットの個数を減らすことができる。
【００６９】
　１ＭＩＭＯレイヤ、２ＭＩＭＯレイヤ、および３つ以上のＭＩＭＯレイヤの例は、次の
とおりである。
【００７０】
　１レイヤ
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　１）Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄを入手する→Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄを使用する（式（３）および（４）を
参照されたい）。添字ｄは、Ｈ＿ｅｆｆを直接推定によって入手できることを意味する。
下記について、同一である。
または
　２）ＰＶＩを検出する→Ｈ＿ｅｆｆ＿ｃを計算し、使用する（式（５）および（６）か
ら入手される）。添字ｃは、Ｈ＿ｅｆｆが計算によって得られることを意味する。同一の
ことが、下記にあてはまる。
または
　３）Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄを入手し、ＰＶＩを検出し、Ｈ＿ｅｆｆ＿ｃを計算する。Ｈ＿ｅｆ
ｆ＿ｄおよびＨ＿ｅｆｆ＿ｃの平均をとるか組み合わせる。
【００７１】
　２ＭＩＭＯレイヤ
　１）ｈ＿ｅｆｆ＿ｄ１およびｈ＿ｅｆｆ＿ｄ２を入手する。Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄ＝［ｈ＿ｅ
ｆｆ＿ｄ１　ｈ＿ｅｆｆ＿ｄ２］である。
　２）ＰＶＩ１およびＰＶＩ２を入手する→ｈ＿ｅｆｆ＿ｃ１およびｈ＿ｅｆｆ＿ｃ２を
計算する。Ｈ＿ｅｆｆ＿ｃ＝［ｈ＿ｅｆｆ＿ｃ１　ｈ＿ｅｆｆ＿ｃ２］である。
　３）Ｈ＿ｅｆｆ＿ｄおよびＨ＿ｅｆｆ＿ｃの平均をとるか組み合わせる。
【００７２】
　３つ以上のＭＩＭＯレイヤ
　１）ＰＭＩを入手する→Ｈ＿ｅｆｆ＿ｃを計算する。
【００７３】
　実施形態
　１．特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を送信す
る無線通信方法であって、
　複数のＲＢを生成することであって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、
各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含むＤＲＳ、コンポジットパイロ
ットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約される、生成するこ
とと、
　複数の送信アンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）アンテナを介して前記ＲＢを送信することと
　を含むことを特徴とする方法。
　２．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコー
ディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態１に記載の方法。
　３．前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、また
はコンポジットのプレコーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態２
に記載の方法。
　４．前記ＲＢのそれぞれは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコー
ディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約された複数のＲＥを含むことを特徴
とする実施形態１～３のいずれか１つに記載の方法。
　５．前記ＲＢのそれぞれは、複数のＣＲＳのために予約された複数のＲＥを含み、ＣＲ
Ｓの各１つは、送信アンテナの特定の１つに関連することを特徴とする実施形態１～３の
いずれか１つに記載の方法。
　６．前記ＲＢのそれぞれは、ＲＢに関連する特定のＤＲＳモードを示す少なくとも１つ
のＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの「制御タイプ」データシンボ
ルを含むことを特徴とする実施形態１～５のいずれか１つに記載の方法。
　７．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳが単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実
施形態６に記載の方法。
　８．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳがコンポジットのビームフォーミングされた
、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連するこ
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とを特徴とする実施形態６に記載の方法。
　９．前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが単一のビームフォーミングさ
れた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される
複数のＲＥを含み、少なくとももう１つのＲＢが、コンポジットのビームフォーミングさ
れた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予
約される複数のＲＥを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態６に記載の方法
。
　１０．前記特定のＤＲＳモードは、１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、
または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数の
ＲＥの第１グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジット
のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グルー
プとを含み、もう１つのＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲ
Ｅを含み、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイ
ロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥを含まないＲＢ構造に関連することを特徴と
する実施形態６に記載の方法。
　１１．前記特定のＤＲＳモードは、各ＲＢが単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥの
第１グループおよびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプ
レコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グループを
含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態６に記載の方法。
　１２．上位レイヤシグナリングまたは下位レイヤシグナリングを介してＤＲＳ動作モー
ドをシグナリングするＤＲＳモードインジケータを送信することであって、前記ＤＲＳ動
作モードは、ＲＢ内のＤＲＳの構成を示す、送信すること
　をさらに含むことを特徴とする実施形態１～１１のいずれか１つに記載の方法。
　１３．複数の送信アンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）アンテナと、
　複数のリソースブロック（ＲＢ）を生成するプロセッサであって、各ＲＢは、複数のリ
ソース要素（ＲＥ）を含み、各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含む
特定の専用基準信号（ＤＲＳ）、コンポジットパイロットを含むＤＲＳ、およびデータシ
ンボルのうちの１つのために予約される、プロセッサと、
　前記ＭＩＭＯアンテナを介して生成されたＲＢを送信する送信器と
　を含むことを特徴とする基地局。
　１４．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態１３に記載の基地局。
　１５．前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはコンポジットのプレコーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態
１４に記載の基地局。
　１６．前記ＲＢのそれぞれは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥを含むことを特
徴とする実施形態１３～１５のいずれか１つに記載の基地局。
　１７．前記ＲＢのそれぞれは、複数のＣＲＳのために予約される複数のＲＥを含み、Ｃ
ＲＳの各１つは、送信アンテナの特定の１つに関連することを特徴とする実施形態１３～
１５のいずれか１つに記載の基地局。
　１８．前記ＲＢのそれぞれは、ＲＢに関連する特定のＤＲＳモードを示す少なくとも１
つのＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの「制御タイプ」データシン
ボルを含むことを特徴とする実施形態１３～１７のいずれか１つに記載の基地局。
　１９．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳが単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする
実施形態１８に記載の基地局。
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　２０．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳがコンポジットのビームフォーミングされ
た、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連する
ことを特徴とする実施形態１８に記載の基地局。
　２１．前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが単一のビームフォーミング
された、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約され
る複数のＲＥを含み、もう１つのＲＢがコンポジットのビームフォーミングされた、また
はコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複
数のＲＥを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態１８に記載の基地局。
　２２．前記特定のＤＲＳモードは、１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、
または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数の
ＲＥの第１グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジット
のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グルー
プとを含み、もう１つのＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲ
Ｅを含み、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイ
ロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥを含まないＲＢ構造に関連することを特徴と
する実施形態１８に記載の基地局。
　２３．前記特定のＤＲＳモードは、各ＲＢが単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥの
第１グループおよびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプ
レコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グループを
含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態１８に記載の基地局。
　２４．前記基地局は、上位レイヤシグナリングまたは下位レイヤシグナリングを介して
ＤＲＳ動作モードをシグナリングするＤＲＳモードインジケータを送信し、ＤＲＳ動作モ
ードは、ＲＢ内のＤＲＳの構成を示すことを特徴とする実施形態１３～２３のいずれか１
つに記載の基地局。
　２５．リソースブロック（ＲＢ）内のデータを検出する無線通信方法であって、
　複数のＲＢを受信することであって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、
各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含む専用基準信号（ＤＲＳ）、コ
ンポジットパイロットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約さ
れる、受信することと、
　どのＲＥがＤＲＳのために予約されているのかを判定することと、
　特定のＤＲＳごとに、特定のＤＲＳが単一パイロットまたはコンポジットパイロットの
どちらであるのかを判定することと、
　有効チャネル応答を推定することと、
　有効チャネル推定応答に基づいてデータシンボルのために予約されているＲＥ内のデー
タを検出することと
　を含むことを特徴とする方法。
　２６．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態２５に記載の方法。
　２７．前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはコンポジットのプレコーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態
２６に記載の方法。
　２８．前記ＲＢのそれぞれは、ＲＢに関連する特定のＤＲＳモードを示す少なくとも１
つのＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの「制御タイプ」データシン
ボルを含むことを特徴とする実施形態２５～２７のいずれか１つに記載の方法。
　２９．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳが単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする
実施形態２８に記載の方法。
　３０．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳがコンポジットのビームフォーミングされ
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た、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連する
ことを特徴とする実施形態２８に記載の方法。
　３１．前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが単一のビームフォーミング
された、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約され
る複数のＲＥを含み、もう１つのＲＢがコンポジットのビームフォーミングされた、また
はコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複
数のＲＥを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態２８に記載の方法。
　３２．前記特定のＤＲＳモードは、１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、
または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数の
ＲＥの第１グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジット
のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グルー
プとを含み、もう１つのＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲ
Ｅを含み、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイ
ロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥを含まないＲＢ構造に関連することを特徴と
する実施形態２８に記載の方法。
　３３．前記特定のＤＲＳモードは、各ＲＢが単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥの
第１グループおよびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプ
レコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グループを
含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態２８に記載の方法。
　３４．前記上位レイヤシグナリングまたは下位レイヤシグナリングを介してＤＲＳ動作
モードをシグナリングするＤＲＳモードインジケータを受信することであって、ＤＲＳ動
作モードは、ＲＢ内のＤＲＳの構成を示す、受信すること
　をさらに含むことを特徴とする実施形態２５～３３のいずれか１つに記載の方法。
　３５．複数のリソースブロック（ＲＢ）を受信するように構成されたＭＩＭＯ（ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）アンテナであって、各ＲＢ
は、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイ
ロットを含む専用基準信号（ＤＲＳ）、コンポジットパイロットを含むＤＲＳ、およびデ
ータシンボルのうちの１つのために予約される、ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕ
ｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）アンテナと、
　ＲＢ内のＤＲＳに基づいて有効チャネル応答を推定するように構成されたチャネル推定
ユニットであって、特定のＤＲＳごとに、特定のＤＲＳが単一パイロットまたはコンポジ
ットパイロットのどちらであるのかに関する判定が行われる、チャネル推定ユニットと、
　チャネル推定ユニットによって生成された有効チャネル推定応答に基づいてデータシン
ボルのために予約されているＲＥ内のデータを検出し、復号されたデータを出力するよう
に構成されたデータ検出ユニットと
　を含むことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　３６．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態３５に記載のＷＴＲＵ。
　３７．前記コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、ま
たはコンポジットのプレコーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態
３６に記載のＷＴＲＵ。
　３８．前記ＲＢのそれぞれは、ＲＢに関連する特定のＤＲＳモードを示す少なくとも１
つのＤＲＳモードインジケータビットを含む少なくとも１つの「制御タイプ」データシン
ボルを含むことを特徴とする実施形態３５～３７のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
　３９．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳが単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする
実施形態３８に記載のＷＴＲＵ。
　４０．前記特定のＤＲＳモードは、各ＤＲＳがコンポジットのビームフォーミングされ
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た、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＲＢ構造に関連する
ことを特徴とする実施形態３８に記載のＷＴＲＵ。
　４１．前記特定のＤＲＳモードは、少なくとも１つのＲＢが単一のビームフォーミング
された、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約され
る複数のＲＥを含み、もう１つのＲＢがコンポジットのビームフォーミングされた、また
はコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複
数のＲＥを含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態３８に記載のＷＴＲＵ。
　４２．前記特定のＤＲＳモードは、１つのＲＢが、単一のビームフォーミングされた、
または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数の
ＲＥの第１グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジット
のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グルー
プとを含み、もう１つのＲＢが、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコン
ポジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲ
Ｅを含み、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコーディングされたパイ
ロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥを含まないＲＢ構造に関連することを特徴と
する実施形態３８に記載のＷＴＲＵ。
　４３．前記特定のＤＲＳモードは、各ＲＢが単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数のＲＥの
第１グループおよびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジットのプ
レコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グループを
含むＲＢ構造に関連することを特徴とする実施形態３８に記載のＷＴＲＵ。
　４４．前記ＤＲＳ動作モードをシグナリングするＤＲＳモードインジケータは、上位レ
イヤシグナリングまたは下位レイヤシグナリングを介して受信され、ＤＲＳ動作モードは
、ＲＢ内のＤＲＳの構成を示すことを特徴とする実施形態３５～４３のいずれか１つに記
載のＷＴＲＵ。
　４５．特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を復号
する無線通信方法であって、
　複数のＲＢを受信することであって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、
各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含むＤＲＳ、コンポジットパイロ
ットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約される、受信するこ
とと、
　ＲＢ内のＲＥのうちの１つによって予約される制御タイプデータシンボルを復号するこ
とと、
　復号された制御タイプデータシンボルに基づいて、復号されたＤＲＳモードインジケー
タを生成することと、
　復号されたＤＲＳモードインジケータに基づいて、ＲＢ内のＲＥのうちのいずれかがＤ
ＲＳのために予約されるかどうかを判定することと、
　ＤＲＳモードインジケータによって示されるＤＲＳモードに基づいて、共通チャネル応
答推定を実行すべきかどうかを判定することと
　を含むことを特徴とする方法。
　４６．前記復号されたＤＲＳモードインジケータはＤＲＳのために予約されるＲＢ内の
ＲＥがあることを示す場合に、チャネル推定は、ＲＥによって予約されるＤＲＳに基づい
て実行され、復号されたＤＲＳモードインジケータはＤＲＳのために予約されるＲＢ内の
ＲＥがないことを示す場合に、チャネル推定は、実行されないことを特徴とする実施形態
４５に記載の方法。
　４７．特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を復号
する無線通信方法であって、
　複数のＲＢを受信することであって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、
各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含むＤＲＳ、コンポジットパイロ
ットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約される、受信するこ
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とと、
　第１のＤＲＳモードに従ってＲＢを処理することと、
　ＲＢ内のＲＥのうちの１つによって予約される制御タイプデータシンボルを復号するこ
とと、
　復号された制御タイプデータシンボルに基づいて、復号されたＤＲＳモードインジケー
タ信号を生成することであって、復号されたモードインジケータ信号は、第２のＤＲＳモ
ードを示す、生成することと、
　第２のＤＲＳモードに従って後続ＲＢを処理することと
　を含むことを特徴とする方法。
　４８．前記有効チャネル応答推定は、第１モードに従って、ＲＥによって予約されるＤ
ＲＳに基づいて実行され、有効チャネル応答推定は、第２モードに従って、ＲＥがＤＲＳ
を予約しないので実行されないことを特徴とする実施形態４７に記載の方法。
　４９．特定の専用基準信号（ＤＲＳ）モードに従ってリソースブロック（ＲＢ）を復号
する無線通信方法であって、
　複数のＲＢを受信することであって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、
各ＲＥは、共通基準信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含むＤＲＳ、コンポジットパイロ
ットを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約される、受信するこ
とと、
　ＲＢ内のＲＥのうちの１つによって予約される制御タイプデータシンボルを復号するこ
とと、
　復号された制御タイプデータシンボルに基づいて、復号されたＤＲＳモードインジケー
タ信号を生成することと、
　復号されたＤＲＳモードインジケータ信号に基づいて、ＲＢ内のＲＥのうちのいずれか
がＤＲＳのために予約されるかどうかを判定することと、
　ＤＲＳモードインジケータによって示されるＤＲＳモードに基づいて、有効チャネル応
答推定を実行すべきかどうかを判定することと
　を含むことを特徴とする方法。
　５０．前記復号されたＤＲＳモードインジケータはＤＲＳのために予約されるＲＢ内の
ＲＥがあることを示す場合に、有効チャネル応答推定は、ＲＥによって予約されるＤＲＳ
に基づいて実行され、復号されたＤＲＳモードインジケータはＤＲＳのために予約される
ＲＢ内のＲＥがないことを示す場合に、有効チャネル応答推定は、実行されないことを特
徴とする実施形態４９に記載の方法。
　５１．ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）
アンテナと、
　ＭＩＭＯアンテナを介して複数のリソースブロック（ＲＢ）を送信するように構成され
た送信器であって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含み、各ＲＥは、共通基準
信号（ＣＲＳ）、単一パイロットを含む専用基準信号（ＤＲＳ）、コンポジットパイロッ
トを含むＤＲＳ、およびデータシンボルのうちの１つのために予約される、送信器と、
　ＲＢの特定のＲＢ構造を判定するように構成されたプロセッサであって、各ＲＢは、プ
ロセッサによって判定される特定のＲＢ構造を示す少なくとも１つのＤＲＳモードインジ
ケータビットを有する少なくとも１つの「制御タイプ」データシンボルを含む、プロセッ
サと
　を含むことを特徴とする基地局。
　５２．前記プロセッサは、チャネル状態、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の速度、お
よびデータ転送速度のうちの少なくとも１つの変化の検出に応答して、一特定のＲＢ構造
から別のＲＢ構造に切り替えるように構成されることを特徴とする実施形態５１に記載の
基地局。
　５３．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態５１に記載の基地局。
　５４．コンポジットパイロットは、コンポジットのビームフォーミングされた、または
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コンポジットのプレコーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態５３
に記載の基地局。
　５５．前記特定のＲＢ構造内の各ＤＲＳは、単一のビームフォーミングされた、または
単一のプレコーディングされたパイロットを含むことを特徴とする実施形態５１～５４の
いずれか１つに記載の基地局。
　５６．前記特定のＲＢ構造内の各ＤＲＳは、コンポジットのビームフォーミングされた
、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含むことを特徴とする実施
形態５１～５４のいずれか１つに記載の基地局。
　５７．前記特定のＲＢ構造内の少なくとも１つのＲＢは、単一のビームフォーミングさ
れた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される
複数のＲＥを含み、特定のＲＢ構造内の少なくとももう１つのＲＢは、コンポジットのビ
ームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含
むＤＲＳのために予約される複数のＲＥを含むことを特徴とする実施形態５１～５４のい
ずれか１つに記載の基地局。
　５８．前記特定のＲＢ構造内の少なくとも１つのＲＢは、単一のビームフォーミングさ
れた、または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される
複数のＲＥの第１グループと、コンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポ
ジットのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２
グループとを含み、特定のＲＢ構造内の少なくとももう１つのＲＢは、コンポジットのビ
ームフォーミングされた、またはコンポジットのプレコーディングされたパイロットを含
むＤＲＳのために予約される複数のＲＥを含み、単一のビームフォーミングされた、また
は単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥを含ま
ないことを特徴とする実施形態５１～５４のいずれか１つに記載の基地局。
　５９．前記特定のＲＢ構造内のＲＢのそれぞれは、単一のビームフォーミングされた、
または単一のプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約される複数の
ＲＥの第１グループおよびコンポジットのビームフォーミングされた、またはコンポジッ
トのプレコーディングされたパイロットを含むＤＲＳのために予約されるＲＥの第２グル
ープを含むことを特徴とする実施形態５１～５４のいずれか１つに記載の基地局。
　６０．ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）
アンテナと、
　ＭＩＭＯアンテナを介して複数のリソースブロック（ＲＢ）を送信するように構成され
た送信器であって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含む、送信器と、
　単一パイロットを含む専用基準信号（ＤＲＳ）のために各ＲＢ内の複数のＲＥのサブセ
ットが予約される第１構成から、ＲＥがＤＲＳのために予約されない第２構成へＲＢの構
造を切り替えるように構成されたプロセッサと
　を含むことを特徴とする基地局。
　６１．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態６０に記載の基地局。
　６２．ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）
アンテナと、
　ＭＩＭＯアンテナを介して複数のリソースブロック（ＲＢ）を送信するように構成され
た送信器であって、各ＲＢは、複数のリソース要素（ＲＥ）を含む、送信器と、
　ＲＥが専用基準信号（ＤＲＳ）のために予約されない第１構成から、単一パイロットを
含むＤＲＳのために各ＲＢ内の複数のＲＥのサブセットが予約される第２構成へＲＢの構
造を切り替えるように構成されたプロセッサと
　を含むことを特徴とする基地局。
　６３．前記単一パイロットは、単一のビームフォーミングされた、または単一のプレコ
ーディングされたパイロットであることを特徴とする実施形態６２に記載の基地局。
【００７４】
　特徴および要素を、上で特定の組合せで説明したが、各特徴または要素を、他の特徴お



(28) JP 5296774 B2 2013.9.25

10

20

よび要素を伴わずに単独で、または他の特徴および要素を伴う、もしくは伴わない、さま
ざまな組合せで使用することができる。本明細書で提供された方法または流れ図を、汎用
コンピュータまたはプロセッサによる実行のために、コンピュータ可読記憶媒体に組み込
まれるコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施することが
できる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハー
ドディスクおよびリムーバブルディスク（着脱可能ディスク）などの磁気媒体、光磁気媒
体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光
媒体を含む。
【００７５】
　適切なプロセッサは、たとえば、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、通常のプロセ
ッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含む。
【００７６】
　ソフトウェアと関連してプロセッサを使用して、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユ
ーザ機器（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任
意のホストコンピュータで使用するための、無線周波数送受信機を実施することができる
。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオ電話、スピーカホン、振動デバ
イス、スピーカ、マイクロホン、テレビジョン受像機、ハンズフリーヘッドセット、キー
ボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニッ
ト、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）ディスプレイユニット、ディジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオゲームプ
レイヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ローカルエリア
ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールもしくはウルトラワイドバンド（ＵＷＢ）モジュー
ルなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュールと共に使用す
ることができる。
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